
 

 

４ 特定非営利活動法人ライフ・アンド・エンディング・センター 

 

事  業  実  施  報  告  書 

 

団体名：特定非営利活動法人 ライフ・アンド・エンディングセンター 

事業名：埼玉終活サポーター養成講座 

 

１．事業目的 

単身高齢者が増え、「家族に支えられること」を前提にしていた終末期のありかたが変容していま

す。そんな中で多くの高齢者が不安を抱えて、いわゆる「終活」を行いたいと考えていますが、終

活はとても幅広く、実際にどこから手をつけていいのか分からず迷いを持っている人が多数ありま

す。 

そこで、10回の講座で、終活に必要と思われる知見を幅広く学ぶ「埼玉終活サポーター養成講座」

を開催し、地域に密着して幅広く終活のアドバイスやサポートのできる人材育成を目指しました。 

 

2.事業内容 

（１）事業概要 

『社会的背景』と『個人の背景』から、鑑みた内容を 10回講座で幅広く学ぶ「埼玉終活サポーター養成

講座」を開催し、地域で幅広く終活のアドバイスやサポートのできる人材育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）事業の流れ 

日 時：2018年 10月 14日（日）～12月 9日（日） 5日間 全 10講座 隔週日曜日開催 

会 場：With You埼玉（埼玉県さいたま市中央区新都心２−２ JR京浜東北線、高崎線・宇都宮線

「さいたま新都心駅」から徒歩 5分、JR埼京線「北与野駅」から徒歩 6分） 

内 容：「終活概論」「医療・介護」「エンディングノート」「死後事務」「遺言」「相続」「信託」「葬送」な

ど、10回講座 

参加費：無料 

定 員：30名予定（先着順、10回すべて参加できる方優先） 

 

 

 

『社会的背景』 

高齢者が増え、「家族に支えられること」を前

提にしていた終末期のありかたが変容してい

ます。その中で単身に限らず多くの高齢者が

様々な不安を抱えて、いわゆる「終活」を行

いたいと考えています。 

『個人の背景』 

終活に関心のある・あるいは悩みを持つ人た

ちが、ふえています。しかしながら、 

終活は幅広く、実際にどこから手をつけていい

のか分からないというのが現状です。 
終活サポーター 

（社会と個人の 

ニーズを繋ぐ役目） 

埼玉終活サポーター 

養成講座 



 

 

講座内容と参加人数： 

 講座内容 日時 講師 参加人数 

第 1

回 

オリエンテーション、 

現在の終活事情を知る 

10月 14日（日） 

10：00～12:00 

田渕 六郎 

上智大学総合人間科学部 

社会学科 教授 

43人 

第 2

回 

病気になったら、要介護に

なったらどうするか 

10月 14日（日） 

13：30～15:30 

佐野幸子 

NPO法人 

ヒューマンシップコミュニティ  

代表理事 

43人 

第 3

回 

終活初めの一歩、まずは

エンディングノートを書こう 

10月 28日（日） 

10：00～12:00 

須齋美智子 

NPO法人 ライフ・アンド・エン

ディングセンター 理事長 

38人 

第 4

回 

死んだらやらなくてはいけ

ない手続きを知る 

10月 28日（日） 

13：30～15:30 

久木田英樹  

司法書士  

38人 

第 5

回 

あなたの遺志をしっかりの

こすための遺言入門 

11月 11日（日） 

10：00～12:00 

石塚章夫 弁護士  

中浦和法律事務所 所長 

37人 

第 6

回 

自分の意志を遺すために

必要な相続入門 

11月 11日（日） 

13：30～15:30 
石塚章夫 弁護士 

37人 

第 7

回 

遺志に沿ったお金の使い

方をしてもらうための信託

入門 

11月 25日（日） 

10：00～12:00 

篠笛 弘一 

（株）山田エスクロー信託  

代表取締役社長 

39人 

第 8

回 

300万？ 14万？ 現在

の葬送事情を知る 

11月 25日（日） 

13：30～15:30 

碑文谷創 

葬送ジャーナリスト 

39人 

第 9

回 

地域の高齢者福祉施設や

組織を知る、調べる 

12月  9日（日） 

10：00～12:00 

ライフ・アンド・エンディングセ

ンター 担当者 

34人 

第 10

回 

学んだことを活かして終活

サポーターとしてどのよう

に活動するか 

12月  9日（日） 

13：30～15:30 

ライフ・アンド・エンディングセ

ンター 担当者 

34人 

 



 

 

講座風景 

1回～8回の講座は、座学にて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9回・10回は議題に対して参加者がディスカッションしグループごとに発表を行う 

ワークショップ形式で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）連携・機関協力 

約 8500のチラシ（右）を皆さまの 

ご協力を頂き配布しました。 

 

「埼玉県市民活動総合センター」 

「シニアサポートセンター」 

南浦和 3丁目自治会館 など 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（3）成果及び今後の展開 

この度の養成講座には募集人数を超える参加者があり、その多くが最後まで受講されたことが

特筆されました。終了時には全講座出席された人 34名に終了書を授与しました。 

終了後も皆の意識は、強くサポートをすることに向いており、3月 3日（日）にはそのうち 10名が

参加して今後のスキルアップについて話し合いました。 

その結果、3月 31日（日）に地域に根ざした活動について学ぶため、地域包括支援センター、民

生委員などから責任者を招いてレクチャーを受けることとなりました。今後とも研鑽を重ねサポータ

ーとして市民の役に立つ活動をされることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


